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言語によって、あるものを A と非 A とに意味分節した際に生まれた領域やカテゴリーを









































































主に 2018 年（博士課程二年次）から制作した作品とヒルデブラントの主張とを比較する。 
  


































第 1 章 怪獣について 
 
（1）私と怪獣 







































































































































































































































































第 2 章 怪獣から「言い表し難いもの」へ 
 
（1）怪獣をモチーフとした制作について 
























































































































































































































































































































































































































あるものをいったん A と分類したとき、それ以外のものは非 A と分類される。そしてそれ
は必要なだけ行われる。≪言分け構造≫内にいる人間はこのように分類を進めていくこと






















つまり、言語によって、あるものを A/非 A のように意味分節した際に、「言えない・表
せない」対象を「言い・表す」ことが一時的には可能である。しかし、その意味分節によっ











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 1 章 
1)  東浩紀、『動物化するポストモダン オタクから見た日本社会』、講談社、2001  
2)  成田亨、『特撮と怪獣 わが造形美術』、フィルムアート社、1996 145p 
3)  前掲書 145p 
4)  前掲書 146p 
5)  前掲書 157p 
6)  前掲書 109p 
7)  前掲書 110~111p 
8)  前掲書 150、152p 
9)  前掲書 233p、235p 
10) 前掲書 256p 
11) 前掲書 238p 
12) 前掲書 262p 
13) 成田亨、『成田亨作品集』、羽鳥書店、2014 14p 
14) 参考文献 2 263p 
15) 参考文献 3 15p 
  
第 2 章 
1)  参考文献 2 197p、206p 
2)  前掲書 10p 
3)  折口信夫、『折口信夫全集 第三巻』、中央公論社、1955 3p 
4)  馬場あき子、『鬼の研究』、ちくま文庫、1988 44p 
5)  山内昶、『もののけⅠ』（ものと人間の文化史 122-Ⅰ）、法政大学出版局、2004 36p 
6)  前掲書 36~37p 
7)  前掲書 38~40p 
8)  ウィリアム・ジェイムズ、『宗教的経験の諸相（下）』桝田啓三郎訳、岩波文庫、1970  
183p 
9)  前掲書 183~185p 
 
第 3 章 
1)  丸山圭三郎、『文化のフェティシズム』、勁草書房、1984 64p 
2)  前掲書 65~66p 
3)  前掲書 72~73p 
4)  前掲書 73p 
90 
 
5)  前掲書 74p 
6)  前掲書 76~81p 
7)  前掲書 81~82p 
8)  参考文献 6 170p 
9)  丸山圭三郎 、『ソシュールの思想』、岩波書店、1981 74p 
10) 前掲書 75~76p 
11) 前掲書 76p 
12) 前掲書 116~117p 
13) 参考文献 8 185p 
14) フェルディナン・ド・ソシュール、『一般言語学講義』、小林英夫訳、岩波書店、1940 
157p 
15) 丸山圭三郎 、『ソシュールを読む』、岩波書店、1983 40p 
16) 前掲書 40p 
17) 参考文献 10 157p 
18) 参考文献 11 42p 
19) 参考文献 10 157p 
20) 前掲書 158p 
21) 参考文献 8 180~181p 
22) 前掲書 180p 
23) 前掲書 189p 
24) 前掲書 96~97p 
25) 河野六郎ほか、『文字』(岩波講座 日本語 8)、岩波書店、1977 6p 
26) アリストテレス、『魂について』、中畑正志訳、京都大学学術出版会、2004 96~97p 
27) 中原佑介、『現代彫刻』、美術出版社、1982 90p 
28) 前掲書 90~91p 
29) 前掲書 79~80p、88p 
 
第 4 章 
1)  参考文献 6 162~164p 
2)  岡崎乾二郎、『近代芸術の解析 抽象の力』、亜紀書房、2018 10p 
3)  前掲書 12p 
4)  参考文献 14 68p 
5)  Karola Kraus (Hg./ed.),Georg Baselitz : Skulpturen/sculptures : 
Werkverzeichnis/catalogue raisonné Germany: Distanz,2009 68p 
「When I make sculptures or paintings, I adopt similar attitudes. I don't follow the well-
trodden path. When you sit down to do a drawing, your inclination is to do it in a very 
91 
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→図版目録16
9)ミケランジェロ《勝利》（1532～1534）
→図版目録16
10)ジャンボローニャ《サビニの女たちの略奪》
（1579～83）→図版目録17
11)ベルニーニ
《コンスタンティヌス帝騎馬像》（1654～70）
→図版目録18
12)ベルニーニ《福者ロドヴィーカ・アルベルトーニ》（1671～4）→19
13)ベルニーニ
《聖テレジアの法悦》
（1646～52）→図版目録19
14)エドム・ブーシャルドン《クピド》（1747～50）
→図版目録18
15)ジャン＝バティスト・ピガル
《踵に翼を付けるメルクリウス》（1744）
→図版目録20
16)エティエンヌ＝モリス・ファルコネ
《苦悶のキリスト》（1753~66）
→図版目録18
18)ミケランジェロ《ダヴィデ》（1501～04）
→図版目録16
17)ヴェロッキオ
《ニッコロ・フォルテグエッリの記念碑》（1476頃）
→図版目録18
19)ミケランジェロ《女性のトルソ》（1533）→図版目録18
21)《アルテミス》（2018）
20)アードルフ・フォン・ヒルデブラント
《Philoktet（ピロクテテス）》（1886）
→図版目録21
22)《頭部Ⅳ》（2018）
23)《落雷》（2018）
第6章
鑑賞者
素材
（メディウム）
形態
・
物理的図像
観念的なイメージ
・
意味
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シニフィアン＝シニフィエ
シニフィアン シニフィエ
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ゴ
例：リンゴの絵の場合
リンゴの
観念的な
イメージ
絵の具や筆致 リンゴの具体的
な形態や図像
メディウムの
物質性、特殊性
実は一致している
1）素材（メディウム）-形態・物理的図像-観念的なイメージ・意味の三項
ルネサンス美学において、素材（シニフィアン）と形態（シニフィエ）とは一致し、透明となるので、リンゴの観念
的なイメージがそのまま見える。
モダニズム美学においては、素材（シニフィアン）の物質性が前面化＝不透明化するので、観念的なイメージ
はそのまま見えてこない。
しかし、不透明すぎることによって逆説的に作者主体の「超越的な」意味が見える。と岡田は言う。
「超越的な」意味
2)ドナルド・ジャッド《Untitled(無題）》（1972）→図版目録22
3)ヤニス・クネリス《Untitled(無題）》（1969）→図版目録23
4)カール・アンドレ《Lever(てこ)》（1966）→図版目録24
5)菅木志雄《臨界状況》（1972）→図版目録25
6)《青ざめた足》（2018）
7)《三本目の》（2018）
8)《より、かかり》（2018）
9)《先触れ》（2018）
2)《お前は誰だ》（2018）
1)当時の彩色を再現したガイウス・ユリウス・カエサル像（37~41）→図版目録25
第7章
3)《箱庭で遊ぶ》（2019）
4)ミケランジェロ《ダヴィデ》拡大（1501～04）
→図版目録18
5)《箱庭で遊ぶ》（2019）
見る位置によって印象が変化する
第8章
1)山内祥太《恐怖のまわりみち》（2017）→図版目録27
2)平田尚也《塔》（2018）
→図版目録28
3)アニメキャラクターのイラストを元に制作されたフィギュアの一例
4)マシュー・モナハン《偉大なる鷹匠》（2012）→図版目録29
4)マシュー・モナハン《王座1》（2012）→図版目録29
5)《踊る理由》（2019）
6)《交換は失敗する》（2019）
7)《交換は失敗する》（2019）別形態
8)合体ロボットの一例、異なる形態が変形、合体して別の形態を作る
9)合体する形態が増えるあまり元々の形態が見えなくなってしまった一例
10)《噛み合わせについて》（2019）
11)《噛み合わせについて》拡大（2019）
1)《噛み合わせについて》拡大（2019）
12)円空
《十一面観音像》（1676頃）
図版目録→30
13)木喰
《行基菩薩像》（1803）
→図版目録30
